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１月 2８、29 日、千葉県旭市、銚子市及び匝瑳市の家きん農場で高病原性鳥イ

ンフルエンザ（HPAI）の疑似患畜が確認されました。千葉県での本病発生は 13

例、そのうち 12 例は１月に入ってからの事例です。 
 発生年月日 農場所在地 飼養状況 

44 例目（千葉 10） 

R7.1.28 

千葉県旭市 約 8．0 万羽（肉用鶏） 

45 例目（千葉 11） 千葉県銚子市 約 24.0 万羽（採卵鶏） 

46 例目（千葉 12） 千葉県匝瑳市 約 22.0 万羽（採卵鶏） 

47 例目（千葉 13） R7.1.29 千葉県旭市 約 3.6 万羽（採卵鶏） 

※国内家きんでの HPAI 発生事例：14 道県 47 事例（※そのうち、１月の発生は５県 31 事例） 
※国内野鳥での HPAI ウイルス確認件数：16 道県 108 件 （R7.1.28 時点） 

毎シーズン、１～２月は HPAI 発生が多い時期となります。本県においても、本

病発生リスクが極めて高い状況が続きます。最大限の警戒のもと、飼養衛生管理

について見直し・再徹底を行うとともに、万が一、飼養鶏に異状が見られた場合

には、ためらうことなく直ちに家保への通報をお願いします。 

 

 
 

農場内・鶏舎内へのウイルス侵入防止対策について再点検を！ 
不十分な場合には、対策強化・徹底をお願いします 

☑農場及び周辺環境での消毒の徹底 

※農場周辺にはウイルスが大量に存在しています！！ 

☑専用衣服や靴の使用、農場・鶏舎内に出入りする際の手指消毒 

☑野生動物対策（野生動物が来ない・鶏舎内に入らない環境づくり） 

鶏舎周囲・堆肥舎への防鳥ネットの設置及び修繕、鶏舎の隙間の穴埋め、 

粘着シートの設置 など 

☑早期通報の徹底 
 

千葉県で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）４例発生！ 
（国内 4４～４7 例目、千葉県１０～１3 例目） 

※今シーズンの発生事例では、100 羽以上の死亡が見られるまで通報されなかった事例があり
ました。過去シーズンにおいても、「通報遅れ」によって手当金が減額された事例が複数認められ
ます。（減額事例は農水省 HP に公表されています） 

中予家畜保健衛生所   電話  089-990-1333 
 090-6282-6129 (休日・夜間) 


